
情報と社会
Information Society32101 山田麻由 専門 2 選択 1・2前期

科目の概要
情報化社会（インターネット、スマートフォン、電子マネー、デジタル放送、デジタル書籍etc）と言われる現在、デジタル情報技術の発達により、多くの情
報を入手することができ私たちの日常生活は、いつでもどこでも・・・ができる環境下で生活が便利になりました。反面、ネット犯罪、情報セキュリティの
問題など、多くの問題も抱えています。情報技術の発達やＩＴ化によりさまざまな分野や社会に影響を及ぼしているのが現状です。情報化の現状や実社会で
起きている問題を知り、その影響や情報技術の利便性と問題点について考えていきます。そして、ネチケット、情報倫理について学んでいきます。この学修
を通して、情報化社会を生き抜くため、広い視野と柔軟な思考を身につけ、問題を解決していく力を養っていきます。

学修内容 到達目標

① 情報化社会の状況について調べ、日常の生活との関わ
りについて理解する。
② 情報化が社会や文化に及ぼす影響について理解する。
③ 情報技術の発達による、利点と問題点を調べ考察す
る。
④ 情報セキュリティについて、技術的な面と個人ででき
る防犯対策を理解する。
⑤ 実社会で起きているネットの有害情報や犯罪につい
て、データを基に情報倫理問題について理解する。

① 「情報化社会」とは、どのような社会かを知り日常生活にと
の関りを理解することができる。
② 情報化が及ぼす社会や文化への影響について理解することが
できる。
③ 情報技術の利点と問題点を調べ考察し、理解することができ
る。
④ 情報セキュリティについて学ぶことにより、技術的な防犯対
策を理解し日常の生活で役立たせることができる。
⑤ 実社会で起きているネットの有害情報や犯罪の事例を基に、
情報倫理問題を理解することができ、自分の身を守ることができ
る。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 情報化が及ぼす社会への影響や文化への影響について関心を持ち、新聞、メディア、イン
ターネット等を活用し自主的に調べ考察する。

働きかけ力

実行力 インターネット等の情報収集のみならず、フィールドワークにおいても積極的に情報収集
を試み、自分の身近な生活について、情報化による影響について調べ考察する。

考え抜
く力

課題発見力 情報化社会の課題や問題点について、客観的な視点で実社会で起きている事柄について見
極める。

計画力

創造力 授業で修得したこと、テレビ、新聞、インターネットなど様々な情報ツールを活用し、自分の
生活がより豊かになるために、どのような対応をすればよいか自分なりに考え工夫をする。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

実社会で起きているネットの有害情報や犯罪など、データを基に情報倫理問題について、
自分の考えをわかりやすく伝える。または、文章で表現できる。

実社会で起きているネットの有害情報や犯罪など、データを基に情報倫理問題について、
他者の考えをしっかり理解する。

遅刻、無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようにルールを守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：必要に応じてPDF資料を配布する。
参考文献：なし

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：「情報デザイン」
資格との関連：情報処理士・ウェブデザイン実務士・上級秘書士（メディカル秘書）

学修上の助言 受講生とのルール

情報に関わる事柄について、新聞、テレビ、インターネッ
ト上でのニュースなど、常に新しい情報をチェックし、実
社会で起きている事柄に関心を持ち、自身の生活にどのよ
うな影響を与えているかを考えてみましょう。

授業の内容を理解し、積極的に取り組む姿勢がみられるこ
と。
予習・復習をする時間をとること。
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

Ｓ（秀）評価
①「情報化社会」とは、どのような社会かを知り、理解で
きている。
②情報化が及ぼす社会や文化への影響について理解できて
いる。
③情報技術の利点と問題点を調べ考察できている。
④情報セキュリティについて、技術的な防犯対策を理解で
きている。
⑤実社会で起きているコンピュータの有害情報、ネット
ワーク犯罪の事例を基に、情報倫理問題が理解でき、どの
ようにすれば自分の身を守ることができるのか具体策が考
えられている。
⑥学習態度にある７項目が達成できている。
Ａ（優）評価
上記項目①②④⑤が理解できている。⑥の学習態度にある
7項目のうち【規律性】を含む６項目が達成できている。

Ｂ（良）評価
①「情報化社会」とは、どのような社会かを知り、理解で
きている。
②情報化が及ぼす社会や文化への影響について理解できて
いる。
⑤実社会で起きているコンピュータの有害情報、ネット
ワーク犯罪の事例を基に、情報倫　理問題が理解でき、ど
のようにすれば自分の身を守ることができるのか具体策が
考えら　れている。
⑥学習態度にある7項目のうち【規律性】を含む５項目が
達成できている。
Ｃ（可）評価
上記項目①⑤が理解できている。⑥の学習態度にある7項
目のうち【規律性】を含む４項目が達成できている。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

50

・筆記試験
・８週目～15週目までの授業で学んだことを範囲とし、問いに対し
該当する言葉を記述形式で回答する（穴埋め問題）。
・事例をもとに具体的に自分の考えを含め説明しなさいという問い
に対し、具体的に説明され、自身の考えが明確に述べら　れている
かを評価する。
・授業で学習した内容の理解度を確認する。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

40

・2週～6週目の授業で学んだことの小テストを７週目で実施する。
・テスト形式は、問いに対し該当する言葉を記述形式で回答する
（穴埋め問題）。
　説明形式。なお、授業毎に課題を行う（この課題も小テストとし
て扱う）。
・授業内容を理解できているかを確認する。

② ✓

③

④

⑤

小テスト

①

0

②

③

④

⑤

レポート

①

0

②

③

④

⑤

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

【主体的】：IT化が及ぼす社会や文化への影響について関心を持ち、新聞、インターネット等を活用し自主的に
調べ考察する。
【実行力】：インターネット等の情報収集のみならず、フィールドワークにおいても積極的に情報収集を試み、
自分の身近な生活についてのＩＴ化の影響について調べ考察する。
【課題発見力】：情報化社会の課題や問題点について、客観的な視点で、実社会で　起きている事柄について見
極める。
【創造力】：授業で修得したこと、テレビ、新聞、インターネットなど様々な情報ツールを活用し、自分の生活
がより豊かになるためにどうすればよいか、自分なりに工夫する。
【発信力】：実社会で起きているコンピュータの有害情報、ネットワーク犯罪など、データを基に情報倫理問題
について、自分の考えをわかりやすく伝える。または、文章で表現できる。
【傾聴力】：実社会で起きているコンピュータの有害情報、ネットワーク犯罪など、データを基に情報倫理問題
について、他者の考えをしっかり理解する。
【規律性】：無断欠席、遅刻、私語など講義に支障をきたす行動をしない。欠席した場合は、欠席届を提出し欠
席届を提出しフォローレポート課題を行う。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



Ｂ（良）評価
①「情報化社会」とは、どのような社会かを知り、理解で
きている。
②情報化が及ぼす社会や文化への影響について理解できて
いる。
⑤実社会で起きているコンピュータの有害情報、ネット
ワーク犯罪の事例を基に、情報倫　理問題が理解でき、ど
のようにすれば自分の身を守ることができるのか具体策が
考えら　れている。
⑥学習態度にある7項目のうち【規律性】を含む５項目が
達成できている。
Ｃ（可）評価
上記項目①⑤が理解できている。⑥の学習態度にある7項
目のうち【規律性】を含む４項目が達成できている。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

○オリエンテーション
授業の概要説明
コンピュータの仕組み
について
コンピュータ、ソフト
ウエアのしくみについ
て復習し、情報と人間
とのかかわりについて
理解する

講義
PPにより説明
情報と人間とのかかわ
りについてフィード
バックをする
スマホを使用

コンピュータの仕組
み、情報と人間との関
係性が理解できる

（復習）情報と人間と
の関係性を確認する

180
主体性
傾聴力
規律性

2

○ビックデータ
ビックデータとは何
か？
活用の事例をもとに生
活への関わりと影響を
解説

講義
PPにより説明
ビックデータと私たち
の生活についてフィー
ドバックをする
スマホを使用

ビックデータが及ぼす
影響が理解できる

（復習）ビックデータ
が及ぼす影響を確認す
る
（予習）人工知能（Ａ
Ｉ）について調べる 180

実行力
課題発
見力
創造力

3

○人工知能（ＡＩ）
人工知能とは何か？
活用の事例をもとに生
活への関わりと影響を
解説

講義
PPにより説明
人工知能と私たちの生
活についてフィード
バックをする
スマホを使用

社会生活における情報
化が理解できる

（復習）人工知能（Ａ
Ｉ）が及ぼす影響を確
認する
（予習）情報化社会と
は？について調べる 180

実行力
課題発
見力
創造力

4

○情報化社会の現状
個人・家庭・社会生活
における情報化につい
て、事例を基に解説

講義
PPにより説明
情報化社会による私た
ちの生活への影響につ
いてフィードバックを
する

（復習）個人・家庭・
社会生活における情報
化について確認する
（予習）インターネッ
トについて調べる

○情報とネットワーク
のしくみ
情報通信ネットワーク
が現代社会とどうかか
わっているか、事例を
基に解説

180

実行力
課題発
見力
創造力

5

○情報とネットワーク
のしくみ
情報通信ネットワーク
が現代社会とどうかか
わっているか、事例を
基に解説

講義
PPにより説明
ネットワークのしくみ
と私たちの生活につい
てフィードバックをす
る

学内LANやインター
ネットのしくみが理解
できる

（復習）インターネッ
トのしくみを確認する
（予習）インターネッ
トの利便性について調
べる 180 主体性

実行力

6

○インターネットの光
と影
ネット利用の仕方と
「光」と｢影｣について
事例を基に解説

講義
PPにより説明
インターネットの影に
ついてフィードバック
をするクリッカーを
使った双方向型授業
（ネット依存につい
て）

ネット利用の利便性と
悪影響について理解で
きる

（復習）インターネッ
トの光と影の部分を確
認する
（予習）次週、小テス
トを実施。出題範囲の
学習

180 主体性
実行力

7

○前半まとめ小テスト
前半の授業（２回～６
回）のまとめとして小
テストを実施

小テスト
テストの解説をする

2回～6回の授業内容が
理解できる

（復習）小テストに出
題された問題を確認す
る
（予習）情報システム
について調べる 180

主体性
実行力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

○生活を支える情報シ
ステム（１）
情報システムの分類に
ついて解説

講義
PPにより説明
身近な情報システムに
ついてフィードバック
をする

情報システムの分類が
理解できる

（復習）情報システム
の分類を理解する
（予習）情報システム
の課題について調べる

180 主体性
実行力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

○生活を支える情報シ
ステム（２）
情報システムの課題と
将来について解説

講義
PPにより説明
情報システムの課題に
ついてフィードバック
をする

情報システムの課題が
理解できる

（復習）情報システム
の課題を確認する
（予習）身近な情報セ
キュリティについて調
べる 180

主体性
課題発
見力
規律性

10

○情報セキュリティ
（１）
技術的なセキュリティ
対策について解説
セキュリティ対策ビデ
オから被害防止につい
て考える

講義
PPにより説明
ビデオ鑑賞
ビデオでの被害につい
てフィードバックをす
る

技術的なセキュリティ
対策が理解できる

（復習）技術的なセ
キュリティ対策を確認
する

180
課題発
見力
傾聴力

11

○情報セキュリティ
（２）
個人で防げるセキュル
ティについて解説
対策ビデオから被害防
止について考える

講義
PPにより説明
ビデオ鑑賞
ビデオでの被害につい
てフィードバックをす
る

セキュリティ対策から
被害防止策が理解でき
る

（復習）情報の被害防
止策を確認する
（予習）コミュニケー
ションツールについて
調べる 180

課題発
見力
傾聴力

12

○情報社会におけるコ
ミュニケーション
特徴と情報サービスに
ついて解説

講義
PPにより説明
コミュニケーション
ツールの特徴について
フィードバックをする
スマホを使用

ネット上のコミュニ
ケーションの特徴が理
解できる

（復習）ネット上のコ
ミュニケーションの特
徴を確認する
（予習）コンピュータ
の有害ニュースを調べ
る

180 主体性
実行力

13

○情報化社会の倫理問
題（１）
実社会で起きているコ
ンピュータの有害情報
のデータを基に情報倫
理問題を解説

講義
PPにより説明
ビデオ鑑賞
情報倫理問題について
フィードバックをする
スマホを使用

コンピュータ有害情報
とその倫理が理解でき
る

（復習）コンピュータ
有害情報とその倫理を
確認する
（予習）ネットワーク
犯罪を調べる 180

課題発
見力
創造力
発信力
規律性

14

○情報化社会の倫理問
題（２）
実社会で起きている
ネットワーク犯罪の
データを基に情報倫理
問題を解説

講義と質疑応答
PPにより説明
ビデオ鑑賞
情報倫理問題について
フィードバックをする
スマホを使用

ネットワーク犯罪とそ
の倫理が理解できる

（復習）ネットワーク
犯罪とその倫理を確認
する
（予習）ネチケットに
ついて調べる 180

課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

○情報モラルについ
て・
まとめ
情報化社会で適正な活
動を行うためのモラル
について解説
モラルとマナーの違い

講義と質疑応答
PPにより説明
ビデオ鑑賞
情報モラルについて
フィードバックをする
クリッカーを使った双
方向型授業（モラルと
マナーについて）

情報モラルについて理
解できる
モラルとマナーの違い
が理解できる

（復習）情報モラルに
ついて確認する
（予習）期末試験に向
け準備をする

180

課題発
見力
創造力
発信力
規律性


